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監督指導による賃金不払残業の 

是正企業数が減少～厚生労働省調査 

 

厚生労働省から、平成 30 年度に時間外労働

などに対する割増賃金を支払っていない企業に

対して、労働基準法違反で是正指導した結果が

公表されました。 

全国の労働基準監督署が、賃金不払残業に

関する労働者からの申告や各種情報に基づき企

業への監督指導を行った結果、平成 30年４月か

ら平成 31年３月までの期間に不払いだった割増

賃金が各労働者に支払われたもののうち、その

支払額が１企業で合計 100 万円以上となった事

案を取りまとめたものです。 

 

◆平成 30 年度の監督指導による賃金不払残業

の是正結果のポイント 

(1) 是正企業数……………………………1,768

企業（前年度比 102企業の減） 

うち、1,000 万円以上の割増賃金を支払った

のは、228 企業（前年度比 34 企業の減） 

(2) 対象労働者数…………………………11 万

8,837 人（同８万 9,398 人の減） 

(3) 支払われた割増賃金合計額…………125

億 6,381 万円（同 320 億 7,814 万円の減） 

(4) 支払われた割増賃金の平均額は、1 企業当

たり 711万円、労働者 1人当たり 11 万円 

いずれも前年度に比べ減少しています。また、

監督指導の対象となった企業では、賃金不払残

業の解消のために様々な取組みが行われてい

ます。 

その一つとして、ある金融業の取組事例が以

下のとおり紹介されています。 

◆賃金不払残業の状況 

○割増賃金が月 10 時間までしか支払われない

との労働者からの情報を基に、労基署が立入

調査を実施。 

○会社は、自己申告（労働者による労働時間管

理表への手書き）により労働時間を管理してい

たが、自己申告の時間外労働の実績は最大

月 10 時間となっており、自己申告の記録とパ

ソコンのログ記録や金庫の開閉記録とのかい

離が認められたことから、賃金不払残業の疑

いが認められたため、労働時間の実態調査を

行うよう指導。 

 

◆企業が実施した解消策 

○会社は、パソコンのログ記録や金庫の開閉記

録などを基に労働時間の実態調査を行った上

で、不払いとなっていた割増賃金を支払った。 

○賃金不払残業の解消のために次の取組みを

実施した。 

① 支店長会議において、経営陣から各支店

長に対し、労働時間管理に関する不適切な

現状およびコンプライアンスの重要性を説

明し、労働時間管理の重要性について認識

を共有した。 

② 労働時間の適正管理を徹底するため、自

己申告による労働時間管理を見直し、IC

カードの客観的な記録による管理とした。 

③ IC カードにより終業時刻の記録を行った

後に業務に従事していないかを確認するた

め、本店による抜き打ち監査を定期的に実

施することとした。 

厚生労働省では、引き続き、賃金不払残業の解

消に向け、監督指導を徹底していくとしています。 
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「老後 2,000 万円問題」で改めて退職金制

度に注目？ 

 

◆若者の間で資産形成への関心高まる 

人生 100 年時代を迎え、退職後の収入が公

的年金だけでは、老後資金が 2,000 万円不足

するという、いわゆる「老後 2,000 万円問題」が

大きく取り上げられたことで、自分の老後のお金

に関心を持つ若者が増え、証券会社の開催する

投資セミナーに多くの人が集まっているそうで

す。 

 

◆日本人の５割超が現在の資産や貯蓄に不満

足？ 

内閣府が 8月 30 日に公表した 2019 年度の

「国民生活に関する世論調査」結果によれば、現

在の資産や貯蓄について「不満」「やや不満」と

答えた人の割合は計 54.3%で、前年より 2.1 ポ

イント増えました。 

一方、現在の所得や収入に「不満」「やや不

満」は 0.8 ポイント減の計 45.6%で、所得や収入

については３年連続で「満足派」が「不満派」を上

回る結果となっています。 

 内閣府政府広報室によると、資産や貯蓄に関

する不満が高まった理由に、「老後 2,000 万円

問題」が影響した可能性はあるということです。 

 

◆個人型確定拠出年金の制度見直しで「安心」

をアピール？ 

 そうしたなか、厚生労働省の社会保障審議会

企業年金・個人年金部会で検討された、個人型

確定拠出年金（以下、「iDeCo」という）の制度見

直し案にも関心が高まっています。 

同部会では、すべての会社員が iDeCo に加

入できるようにするとともに、現在の 60歳から

65 歳へと加入可能年齢を引き上げる等の見直

しを含む改正法案を、来年の通常国会に提出す

ることを目指すとしています。 

 

◆iDeCo を活用した退職金制度で、若者の採

用・定着を目指す 

公的年金の所得代替率が現役世代の５割程

度となることを目標として公的年金制度が運用さ

れる以上、ビジネスパーソンが老後資産の形成

のため何らかの自助努力をすることは、もはや

不可欠です。 

上記の制度見直しでは、iDeCo のみに限らず

企業型確定拠出年金についても、企業の事務負

担を軽減したり導入のハードルをより低くしたり

する等が検討されています。 

ソニーなど大手企業も財務負担の低減を目的

に年金制度を改革し、確定拠出年金を一部導入

しています。 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO3

6465950T11C18A0EA5000/  

（日本経済新聞） 

 

 現在、従業員数 300 人以下の中小企業で一

時金や年金のかたちで退職給付を支給する企業

の割合が年々下がっていますので、こうした見直

しを機に従業員の資産形成を支援する仕組みを

導入し、若者に長く安定して働いてもらえる会社

という魅力をアピールできるようにしてみてはい

かがでしょうか。 

 

当事務所では、「企業型確定拠出年金制度」の

ご紹介を行っております。 

詳しいお話が必要な企業様は SBI 証券の担当

者とともにご説明に伺いますので、お気軽にお声

かけ下さい。 

 

 
 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO36465950T11C18A0EA5000/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO36465950T11C18A0EA5000/
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高齢者の労働災害が増加しています！ 

考えたい「高齢者が働きやすい職場づくり」 

 

◆労災発生件数の４分の１は高齢者 

定年延長や、人手不足を背景として、働く高齢

者が増えています。現在では、65 歳以上の労働

者は、労働力人口の 12.8％を占めています。 

このような状況にあって、働く高齢者の労働災

害が問題となってきました。厚生労働省「労働災

害発生状況」によれば、2018 年に労災に遭った

60 歳以上の労働者は、前年比 10.7％増の３万

3,246 人で、労災全体の４分の１を占めています。 

 

◆高齢者の労災を防ぐためのカギは「転倒防止

対策」 

60 歳以上の労働災害の中でも目立つのは転

倒事故で、37.8％を占めます（全世代では転倒

による労災事故は 25％程度）。転倒防止対策が、

高齢者の労働災害減少のカギとなるといえます。 

転倒は、段差でつまずいたり、バランスを崩し

てしまったりすることにより起こります。特に高齢

者の場合、下肢の筋肉の衰えが影響して、転倒

しやすくなるものと考えられています。また、年齢

を重ねるとともに、視力や握力、バランス保持能

力といった身体機能は低下しますが、こうした身

体機能・認知機能の低下に気がつかず、自分で

は「できる」と過信して無理な動作をしてしまうこ

とも、転倒の原因となります。 

職場内の段差を極力なくす、通路を整頓して

通行しやすくするといった対策を講じるとともに、

実際の身体機能と本人の認識のズレを正すため

のチェックを受けてもらうことも効果的といえるで

しょう。 

 

◆これからも増え続ける「働く高齢者」のために 

政府は現在、「希望する人が 70 歳まで働ける

機会の確保」を努力義務として企業に課す方針

を打ち出しています。働く高齢者がますます増え

ることが想定される中、高齢者が安心して働くこ

とのできる職場づくりが必要となります。 

働く高齢者の労働災害を防ぐため、安全確保に

取り組む中小企業を対象とした助成制度も新設

される見込みです。この機会に、改めて、働く高

齢者のための環境整備について考えてみません

か。 

 

「持ち味発見セミナー」開催 

 

8 月ｙり顧問先様

で「持ち味カード」研

修のご紹介をさせて

いただいております

が、この度、一般の

企業様を対象に「持

ち味発見セミナー」を開催させていただくことにな

りました。 

※チラシは 11月の北九州商工会議所の会報

で配布させていただく予定です。 

 

一般的な聞くだけの研修とは違い、実際に頭

や体を動かすことで参加しているという満足感が

得られ、認められることでモチベーションを上げる

ことができます。 

また、持ち味カードを採用や人事異動に活用

する方法，その他承認カードや良い会社カード等

のご紹介もさせていただく予定です。 

 

社員研修や人事制度を見直されている会社、

ご興味がある会社様がいらっしゃいましたら、ぜ

ひご紹介ください。 

 （武瀬）  

「持ち味発見セミナー」 

日時：11 月 27日（水）13:30～16:00 

会場：AIM6F COMPASS 小倉 会議室 A 

会費：3,000 円（カードはお持ち帰り出来ます） 

① 労働トラブルの実態（13:30～14:30） 

② 持ち味発見セミナー（14:30～16:00） 


